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　WOMEN'S RALLY in 恵那 2020が12
月5日、6日に開催され、27台のラリーカー
が優勝を懸けて市内を駆け巡りました。恵
那笠置山モーターパーク会場には、ジム
カーナ特設コースが初登場。コース内の
コーンを避けて走行するラリーカーに、観
客から熱い声援が飛んでいました。
　レースの他にも、恵那まちなか市のミニ
四駆大会や恵那峡での車中泊体験会など、
にぎわいを見せた二日間でした。

WOMEN’S RALLYWOMEN’S RALLY
大盛況のうちに閉幕大盛況のうちに閉幕

今月の表紙 ０３	 特集	小坂市政２期目が
	 　　	スタート
０８	 注目情報
 ·議長、副議長、各行政委員会
 ·所得税の確定申告
	 			市・県民税の申告
 ·第１８回下田歌子賞の入賞者
 ·地域常設の資源回収拠点
１０	 お知らせ
１６	 みんなの掲示板
１７	 おくやみ・県のお知らせ
１８	 健康ガイド
１９	 相談コーナー
２０	 地域情報トピックス
２１	 図書館・文化施設情報
２２	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
２３	 健幸レシピ
	 恵那中央出張所えなえーる
２４	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
２５	 輝く恵那人
２６	 ニュースと話題
２７	 いいね！　恵那市公式ＳＮＳ
２８	 新型コロナウイルス感染症
	 情報

総数 49,138 人 （ － 73）
　男 23,942 人 （ － 24）
　女 25,196 人 （ － 49）
世帯 19,881 世帯 （ － 11）

（　）内は前月との比較

人口（12 月 1 日現在）

203 回（2,111 回）
（　）内は 1 月からの累計

出生　15 人
死亡　68 人 － 53 人
 1 月からの自然増減 － 364 人
転入　 84 人
転出　104 人 － 20 人
 1 月からの社会増減 － 319 人

人口動態（11 月異動）

救急車出動回数（11 月）
建物 1 件 （10 件）
その他 1 件 （9 件）
（　）内は 1 月からの累計

人身事故 12 件 （47 件）
物損事故 109 件 （1,012 件）
負傷者 13 人 （52 人）
死者　 0人 （0 人）
（　）内は 1 月からの累計

火災（11 月）

交通事故（11 月）
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※件数は数値が変動する場合があります

恵那市長

小坂 喬峰

Takane Kosaka

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
総
合
計

画
で
目
指
す
「
人
・
地
域
・
自
然

が
輝
く
交
流
都
市
　
～
誇
り
・
愛

着
を
持
ち
住
み
続
け
る
ま
ち
～
」

の
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵

那
の
設
立
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
、

そ
し
て
新
た
な
働
き
方
を
支
援
す

る
拠
点
を
整
え
る
と
と
も
に
、
新

た
に
恵
那
西
工
業
団
地
の
整
備
に

着
手
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
開
通
を
見
据
え
、
国
道
１９

号
瑞
浪
恵
那
道
路
は
全
線
事
業
化

さ
れ
、
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
基
盤

整
備
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
市
が

取
り
組
む
道
筋
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
配
備
に
よ
り
、
安
全
で
快
適

な
、
新
た
な
学
び
の
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
朝
ド
ラ
や
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機

に
、
恵
那
の
知
名
度
は
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
恵
那
峡

再
整
備
事
業
の
完
成
、
く
し
は
ら

温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯
や
道
の
駅
上

矢
作
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
交
流
人

口
を
拡
大
す
る
基
盤
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
カ
ヌ
ー

チ
ー
ム
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事

前
キ
ャ
ン
プ
地
や
Ｗ
Ｒ
Ｃ
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
日
本
ラ
ウ
ン
ド
の
誘

致
決
定
は
、
さ
ら
に
本
市
を
世
界

に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
２
期
目
と
な
る
こ
れ
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
成
果
を
生
か
し
、
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

声
を
聴
き
な
が
ら
「
感
染
防
止
対

策
」「
教
育
関
連
」「
市
民
生
活
の

安
全
確
保
と
支
援
」「
市
内
企
業
・

事
業
所
支
援
」
の
四
つ
の
柱
に
基

づ
き
、対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
適
切
な
施
策
を
迅
速

に
実
施
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
第
２

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
と

「
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
政

策
の
柱
で
あ
る
「
は
た
ら
く
」「
た

べ
る
」「
く
ら
す
」「
ま
な
ぶ
」
に

基
づ
き
、
新
し
い
恵
那
市
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

※
政
策
の
４
本
柱
「
は
た
ら
く
」

「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」「
ま
な
ぶ
」

に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で

紹
介
し
ま
す

コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

や
め
よ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
類
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
で
、
誰
も
が
恐
怖
を
感
じ
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
病
気
に
対
す
る
恐
怖
心
、
誤
解
や

偏
見
に
よ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

誰
か
を
排
除
し
た
り
、
差
別
し
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
身
近
な
と
こ
ろ
で
次
の

よ
う
な
こ
と
（
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

が
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◦
退
院
し
た
感
染
者
が
、
お
店
の
方
か
ら

　「
帰
れ
」
と
言
わ
れ
た
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
感
染
者
を
名
指
し

　
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。

◦
感
染
者
の
子
ど
も
が
、
学
校
で
コ
ロ
ナ

　
の
こ
と
で
い
じ
め
ら
れ
、
泣
き
な
が
ら

　
帰
っ
て
き
た
。

◦
感
染
者
が
発
生
し
た
地
域
で
、
嫌
が
ら

　
せ
の
ビ
ラ
が
配
ら
れ
た
。

◦
飲
食
店
が
、
感
染
者
が
発
生
し
た
と
い

　
う
噂う

わ
さ

に
よ
り
、
風
評
被
害
に
遭
っ
た
。

◦
医
療
従
事
者
の
子
ど
も
が
、
保
育
所
で

　
受
け
入
れ
拒
否
や
い
じ
め
を
受
け
た
。

◦
子
ど
も
が
学
校
を
休
む
と
、
同
級
生
に

　
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
と
言
わ
れ
た
。

◦
感
染
者
が
出
て
い
る
学
校
の
学
生
が
、

　
ア
ル
バ
イ
ト
先
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。

「
思
い
や
り
」
と
「
感
謝
」
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
誰
で
も
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

闘
っ
て
い
る
の
は
、
人
で
は
な
く
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
感
染
し
た
方
を
「
思
い
や
り
」、

そ
の
立
場
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
最
前
線

で
治
療
や
社
会
生
活
維

持
に
当
た
る
医
療
従
事

者
、
関
係
者
の
方
々
に

「
感
謝
」
し
ま
し
ょ
う
。

◦
患
者
や
濃
厚
接
触
者
、
医
療
従
事
者
、

　
外
国
人
の
方
々
、
他
地
域
か
ら
の
来
訪

　
者
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
家
族
や
特
定

　
の
店
舗
な
ど
へ
の
差
別
的
扱
い
、
非
難

　
を
絶
対
に
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◦
不
確
か
な
感
染
情
報
（
デ
マ
）
の
拡
散

　
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書
き
込
む
な
ど
安
易
に
広
げ

　
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
人
に
不
安
を
与

　
え
る
だ
け
で
す
。

◦
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
対
策
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
、
あ
る

　
い
は
食
品
流
通
業
務
や
、
生
活
安
全
業

　
務
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

　
方
々
に
改
め
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
９
３
）

敵
は
ウ
イ
ル
ス
。
人
、
じ
ゃ
な
い
。

問

小坂市政２期目がスタート
１１月２８日、小坂喬峰市長２期目の市政運営がスタートしました。
本紙では、今後４年間の市政のかじ取りを託された小坂市長に抱負などを聞きました。
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人
間
の
仕
事
の
約
半
分
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
自
動
化
さ

れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
世
界
に
流
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
人
生
百
年
時
代
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て
働

く
こ
と
は
、
生
活
や
健
康
面
の
両

面
か
ら
普
通
の
こ
と
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
で
は
、

健
常
者
も
障
が
い
を
持
つ
人
も
同

じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
最
も
重
要

で
、
働
く
こ
と
で
人
は
成
長
し
、

幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
目
標
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
で
は
、「
働
く
環
境
が

良
い
」「
や
や
良
い
」
と
回
答
し

た
方
は
わ
ず
か
３
・
９
㌫
で
、
５８
・

５
㌫
の
方
が
「
恵
那
市
の
働
く
環

境
を
伸
ば
す
べ
き
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
は
、
恵
那

市
に
働
く
場
が
十
分
に
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
大
学
を

卒
業
し
て
恵
那
市
に
戻
っ
て
働
く

人
の
割
合
も
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
恵
那
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
が「
恵
那
で
は
た
ら
け
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
を
日
常
の
中
に
取
り
込

み
ま
し
た
。今
で
は
会
議
や
面
接
、

営
業
で
さ
え
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
で
は
、
仕
事

の
形
や
「
は
た
ら
く
」
こ
と
の
定

義
、
ニ
ー
ズ
は
、
今
ま
で
と
全
く

違
う
姿
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
「
は
た
ら
く
」
は
、

今
後
も
こ
の
恵
那
市
に
暮
ら
し
続

け
る
上
で
、
最
も
関
心
の
あ
る
こ

と
の
一
つ
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　
今
あ
る
働
く
場
所
を
も
っ
と
よ

く
知
る
こ
と
、
新
た
に
働
く
場
所

を
作
り
出
す
こ
と
、
今
ま
で
の
働

き
方
を
見
直
す
こ
と
、
新
し
い
働

き
方
を
提
案
す
る
こ
と
、
こ
う
し

た
視
点
に
基
づ
き
事
業
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
恵
那
で
は
た
ら
く
」
を
考
え

る
こ
と
は
、
恵
那
市
の
存
続
を
考

え
る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

４年間のあゆみ

◦サテライトオフィスS
ソ ウ ゾ ウ

OZOの創設
◦恵那くらしビジネスサポートセンター
　を開設
◦産業振興会議の設置
◦市産業振興ビジョンの策定
◦もうかる農業プロジェクトの発足
◦市観光ビジョンの策定
◦くしはら温泉ささゆりの湯のリニュー
　アル
◦連続テレビ小説「半分、青い。」、大河
　ドラマ「麒麟がくる」関連事業
◦スマート農業の推進
◦道の駅上矢作ラ・フォーレ福寿の里の
　リニューアル
◦地域商社ジバスクラム恵那の設立
◦恵那峡再整備が完了

今後の取り組み

　恵那西工業団地造成を含めた企業誘致
と市内企業の育成を引き続き進めるとと
もに、本社機能移転やサテライトオフィ
スなどの新たな形の企業誘致を推進し、
働く場の創出に取り組みます。
　農林業の支援や持続可能な社会づくり
に取り組み、新しい働き方を実現すると
ともに、ジバスクラム恵那や恵那くらし
ビジネスサポートセンターと連携して、
創業、起業、新産業の育成などを支援し、
コロナ後の働き方を応援します。
　高齢化が進む中、いつまでも元気で働
くことができ、高齢者の生きがいとなる
働く場を確保するとともに、子育てや家
族と暮らしながら働く環境づくりを推進
します。

４年間のあゆみ

◦健幸料理コンテストの開催
◦エーナ健幸レシピ集の作成
◦食のアドバイザー養成講座の開催
◦プロの料理人による料理教室の開催
　（対象者：一般、中学生、小学生親子、
　妊婦・保護者）
◦「半分、青い。」の放送に合わせ全国に
　向けた五平餅のＰＲ
◦たべとるマルシェの開催
◦「えないっぱい給食」の提供
◦耕作放棄地の解消に向けた補助金導入
◦たべる推進協議会の設立
◦全国発酵のまちづくりネットワーク協
　議会への加入
◦食の情報発信拠点「恵那中央出張所え
　なえーる」を開所
◦学校給食センター食物アレルギー対応
　給食室の建設に着手

今後の取り組み

　いつまでも持続できる地域であるため
に、安心安全な食の提供と食の地産地消
を推進し、食料自給率 100㌫を目標に
取り組んでいきます。
　「えなえーる」キッチンスタジオなど
を活用し、恵那の味の伝承と新たな食の
開発を推進するとともに、食を通じた健
康づくりをより一層進めます。
　さらに、食による観光の活性化に取り
組むとともに、食に関わるさまざまな産
業を支援し、地域の活性化を図ります。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
心
は

「
た
べ
る
」
こ
と
で
す
。
家
族
団

ら
ん
の
象
徴
は
「
食
卓
を
囲
む
」

で
あ
り
、仕
事
を
す
る
こ
と
を「
食

べ
て
い
く
」
と
も
表
現
し
ま
す
。

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ま
ん
ぷ
く
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
日
清
食
品
の

創
業
者
精
神
の
一
つ
が
「
食し
ょ
く

足そ
く

世せ

平へ
い

」。
つ
ま
り
食
が
足
り
て
こ
そ
、

世
の
中
が
平
和
に
な
る
と
い
う
意

味
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
が
生
ま
れ
た
こ
の
時
代
、
ま
ん

ぷ
く
に
な
る
こ
と
こ
そ
幸
せ
だ
っ

た
の
で
す
。

　
し
か
し
今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
豊
か
に
な
り
、
生
活
の
質
が
上

が
る
に
つ
れ
、
我
々
が
抱
え
る
健

康
の
問
題
は
栄
養
不
足
か
ら
栄
養

過
多
に
変
化
し
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
に
和
食
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
特
徴
は
、
地
域
に
根
差
し
た

食
材
と
適
し
た
調
理
法
で
あ
り
、

和
食
の
理
想
的
な
食
事
バ
ラ
ン
ス

は
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
過
も
あ
り
、
平
成

３０
年
の
政
府
観
光
局
が
発
表
し
た

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
観
光
目
的

は
、「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」

が
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

や
食
は
、
生
き
る
の
に
必
要
な
要

素
で
は
な
く
、
健
康
で
暮
ら
す
た

め
の
要
素
で
あ
り
、
人
生
に
お
け

る
最
大
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ヒ
ト
の
体
は
、
常
に
新
陳
代
謝

に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、

必
要
な
物
は
口
か
ら
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
平
成
２８
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

調
査
で
は
、
私
た
ち
が
食
品
を
買

う
と
き
に
重
視
す
る
点
は
、「
新

鮮
」「
安
全
」「
価
格
」
で
あ
り
、

特
に
生
鮮
食
品
で
は
、
８５
㌫
の
人

が
価
格
の
安
い
外
国
産
で
は
な
く

高
く
て
も
国
内
産
を
選
ぶ
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
体
に
入
る

食
物
は
、
安
全
で
安
心
な
物
が
良

い
と
、
多
く
の
日
本
人
が
感
じ
て

い
ま
す
。

　
生
き
て
い
く
上
で
、
食
を
切
り

離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
食
に

恵
ま
れ
た
ま
ち
は
、
と
て
も
魅
力

的
で
す
。「
恵
那
の
た
べ
る
」
に

も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
食
と
結
び

付
く
健
康
や
農
業
、
産
業
、
観
光
、

文
化
の
面
か
ら
も
取
り
組
む
べ
き

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲えなえーるキッチンスタジオで開催した「簡単塩こ
　うじ講座」

▲リニューアルした恵那峡の桃介広場

たべる はたらく
道の駅おばあちゃん市・山岡
で働く女性

若手農家を中心にブランド化
恵那山麓野菜
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上矢作小学校
ドローン体験教室

　
平
成
７
年
阪
神
淡
路
大
震
災
や

平
成
２３
年
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

平
成
の
３０
年
間
は
地
震
や
火
山
の

噴
火
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
時
代
だ
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

は
、
東
南
海
地
震
が
３０
年
以
内
に

７０
㌫
の
確
率
で
発
生
す
る
と
発
表

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
夏
、
日
本
は
異
常
な

暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
翌
年
の
夏
ま
で
に
市
内
全
て

の
こ
ど
も
園
と
小
学
校
、
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
夏
休
み
が
九
日
間
と
な
っ
た

令
和
２
年
も
猛
暑
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
涼
し
い
教
室
で
勉
強

で
き
ま
し
た
。

　
気
象
庁
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本

の
平
均
気
温
は
こ
の
百
年
で
１
・

２１
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
人
の
暮

ら
し
は
、
常
に
自
然
と
の
共
存
で

あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
時
に
忘

れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
く
ら
す
」
の
基
本
は
家
族
で

す
。
昭
和
３５
年
当
時
、
家
族
の
平

均
人
数
は
４
・
１４
人
で
し
た
が
、

５０
年
後
の
平
成
２２
年
に
は
２
・
２４

人
と
、
実
に
４０
㌫
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
一
人
世
帯
の
割

合
も
３２
㌫
で
、
３
世
帯
に
１
世
帯

は
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
の
形
や
暮
ら
し
方
も
昭

和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
に
よ
り

様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
多

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
求
め

る
声
も
届
い
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
恵
那
市
で
は
車
の
な
い

暮
ら
し
は
想
像
で
き
な
い
と
の
声

も
あ
り
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
参
加
の

ウ
ェ
イ
モ
は
、
２
０
１
８
年
ア
メ

リ
カ
国
内
で
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

の
商
用
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
技
術
の
進
歩
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
未
来
を
確
実
に
変
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
、
水
と
緑
に
恵
ま

れ
た
自
然
や
心
地
よ
い
薫
風
、
朝

焼
け
、
夕
焼
け
の
空
の
色
な
ど
、

「
恵
那
で
く
ら
す
」
こ
と
の
喜
び

を
知
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、
守
る
べ
き
も
の
と
進

化
さ
せ
る
べ
き
も
の
、
安
全
で
安

心
に
加
え
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
何
を
残
す
べ
き
か
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
で
考
え
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

４年間のあゆみ

◦市内全 14小学校区へ放課後児童クラ
　ブを設置
◦都市計画マスタープランの改定
◦瑞浪恵那道路恵那工区の事業化
◦中野方分遣所を中野方コミュニティセ
　ンター内に開設
◦岩村町と山岡町でデマンド交通の開始
◦新丸山ダム付け替え国道418号市内
　着工
◦リニアまちづくり基盤整備計画の策定
◦各地域に常設資源回収拠点を開設
◦空き家掘り起し奨励金の導入
◦正家第二土地区画整理事業が完了
◦武並駅周辺整備計画の検討開始
◦特別養護老人ホーム明日香苑と福寿苑
　の大規模改修に着手

今後の取り組み

　全ての恵那市民が安心安全に暮らすた
め、社会保障と福祉のセーフティネット
を拡充するとともに、自然災害に強いま
ちを目指し、防災および生活安全対策を
充実します。
　リニア中央新幹線の開通に向け、国県
と連携した計画的な社会基盤整備を進め
るとともに、バスなどの公共交通の新た
な仕組みの検討を進め、快適に住み続け
られるまちをつくります。
　関係人口の増加や移住定住、空き家対
策などを引き続き積極的に進めるととも
に、Ｕターン、Ｉターン、Ｊターンを支
援し、人口減少対策に取り組みます。

　
恵
那
市
は
、
平
成
２３
年
４
月
１

日
に
生
涯
学
習
都
市
「
三
学
の
ま

ち
恵
那
」を
宣
言
し
ま
し
た
。「
社

会
に
有
為
な
人
に
な
ろ
う
と
の
高

い
志
を
抱
い
て
学
び
続
け
れ
ば
、

そ
の
精
神
は
朽
ち
る
こ
と
が
な

い
。
よ
り
良
い
自
分
を
目
指
し
て

生
涯
学
び
続
け
る
人
は
、
い
つ
ま

で
も
人
の
心
に
残
る
人
に
な
る
」

と
説
く
郷
土
の
先
人
、
佐
藤
一
斎

翁
の
三
学
の
精
神
を
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

　
長
岡
藩
の
大
参
事
小
林
虎と
ら

三さ
ぶ

郎ろ
う

は
、
戊
辰
戦
争
後
、
困
窮
し
て
い

た
藩
に
見
舞
い
と
し
て
届
い
た
米

百
俵
を
「
百
俵
の
米
も
、
食
え
ば

た
ち
ま
ち
無
く
な
る
が
、
教
育
に

充
て
れ
ば
明
日
の
一
万
、百
万
俵

と
な
る
」
と
の
信
念
の
下
、
売
却

し
て
学
校
設
立
の
費
用
と
し
ま
し

た
。
こ
の
米
百
俵
の
物
語
は
、
教

育
と
地
域
の
未
来
と
の
つ
な
が
り

を
示
す
有
名
な
話
で
す
。

　
近
年
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て

い
る
の
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

文
化
、
遺
産
観
光
と
い
わ
れ
る
分

野
で
す
。「
見
る
」
や
「
食
べ
る
」

で
は
な
く
「
学
ぶ
」、
つ
ま
り
体

験
や
知
識
習
得
が
観
光
の
目
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
は

人
々
が
求
め
る
楽
し
み
で
も
あ
る

の
で
す
。
音
楽
や
美
術
、
芸
術
を

学
び
、
理
解
し
、
楽
し
む
こ
と
で

私
た
ち
の
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま

す
。

　
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

世
界
中
と
つ
な
が
っ
て
い
る
現
代

は
、
世
の
中
の
仕
組
み
を
よ
り
多

く
学
べ
ば
、
将
来
の
進
路
の
幅
は

広
が
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
３
カ
月
休
校
と
な
っ

た
今
年
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に

行
け
る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
の
喜
び

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
高
校
や

大
学
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学

び
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
こ
の
恵
那
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
こ
の
ま
ち
を
好

き
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ち
を
支
え
る
一
人

一
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
次
の
時
代
、
こ
の
ま
ち
を
支

え
る
人
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
は

ず
で
す
。

　
学
ぶ
機
会
や
学
ぶ
場
所
、
新
た

な
学
び
の
形
な
ど
、
今
の
私
た
ち

が
「
恵
那
で
ま
な
ぶ
」
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

４年間のあゆみ

◦武並小学校屋内運動場の改築
◦恵那東中学校の大規模改修
◦おさしま二葉こども園の開園
◦恵那文化センターの大規模改修
◦まきがね公園体育館、野球場、テニス
　コートの大規模改修
◦市内全てのこども園と小学校、中学校
　に空調設備を導入
◦恵那西中学校駐輪場の改修
◦明智小学校プールの改修
◦三郷小学校の校舎と屋内運動場の大規
　模改修に着手
◦小中学生１人１台のタブレットパソコ
　ンの配布
◦市内全てのこども園と小学校、中学校
　のトイレ洋式化に着手

今後の取り組み

　年齢に関わらずいつでも学べる環境づ
くりを推進するとともに、全ての人が学
ぶ喜びを分かち合えるまちづくりを進め
ます。
　ＩＣＴを活用し、コロナ禍の中でも継
続して学び続けることができる仕組みづ
くりを進めるとともに、テレビやイン
ターネット、体験学習により、楽しんで
学べる環境づくりを進めていきます。
　コロナ後の新たな学びの姿を調査研究
し、積極的に展開していきます。

▲瑞浪恵那道路（恵那工区）の中心杭打ち式

▲まきがね公園体育館リニューアル

くらすまなぶ
「自分たちの町は自分たちで守るぞ」
少年消防隊の訓練


